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商工女性は今

古
谷
直
美
さ
ん（
坂
東
市
）が

最
優
秀
賞

女性部
主張発表大会

を
う
け
、
女
性
部
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
事
業
や
市
内
の
面

白
い
事
を
、
女
性
部

員
自
ら
が
全
国
に

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
発
信

し
今
後
も
地
域
活
性

化
に
一
役
買
う
こ
と

に
つ
い
て
力
説
し
評

価
さ
れ
た
。

　
優
秀
賞
は
、
大
森

佳
子
さ
ん
（
大
洗
町
）

「
女
性
部
の
魅
力
を

伝
え
る 

お
・
も
・
て
・

な
・
し
」。
優
良
賞

に
杉
山
由
里
子
さ
ん

（
利
根
町
）「
特
産
物

大
豆
を
使
っ
て
味
噌

づ
く
り
に
挑
戦
！
」。

敢
闘
賞
に
は
、
小
森

え
み
こ
さ
ん
（
東
海

村
）・
栗
原
京
子
さ

ん
（
行
方
市
）・
赤

羽
敦
子
さ
ん
（
つ
く

ば
み
ら
い
市
）
が
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

　
な
お
、
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
坂

東
市
の
古
谷
直
美

さ
ん
は
、
令
和
5
年

７
月
20
日
に
茨
城
県

水
戸
市
で
開
催
さ
れ

る
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

主
張
発
表
大
会
」
に

茨
城
県
商
工
会
女
性

部
の
代
表
と
し
出
場

す
る
。「
全
国
大
会

出
場
」
を
目
指
し
頑

張
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
女
性
部
員
一
同
、

健
闘
を
祈
る
。

に
お
い
て
第
19
回
茨

城
県
商
工
会
女
性
部

主
張
発
表
大
会
を
開

催
し
、
女
性
部
員
約

３
５
０
人
が
参
加
し

た
。

　
６
地
区
代
表
の
女

性
部
員
が
日
頃
の
女

性
部
活
動
や
地
域
振

興
ま
ち
づ
く
り
へ
の

思
い
を
主
張
。
審
査

の
結
果
、「
ま
ち
を

楽
し
み
、
ひ
と
を
楽

し
む
～
持
続
可
能
な

女
性
部
へ
～
」
と
題

し
て
女
性
部
活
動
の

取
組
み
を
発
表
し
た

坂
東
市
の
古
谷
直
美

さ
ん
が
見
事
、
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
。
発

表
は
、
坂
東
市
ら
し

さ
を
創
出
す
る
た
め

「
次
世
代
地
域
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
」
を

開
催
し
「
ユ
ニ
ー
ク

な
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、「
女
性

の
視
点
か
ら
の
防
災

減
災
の
推
進
」
を

掲
げ
た
。
街
歩
き

で
、
街
中
の
消
火
器

や
消
火
栓
の
設
置
場

所
、
避
難
場
所
や
危

険
箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
、
新
し
い
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
店
街
防

災
マ
ッ
プ
を
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
経
験
や
事
業
に

つ
い
て
、
好
評
の
声

を
い
た
だ
い
た
こ
と

最優秀賞に輝いた古谷さん（坂東市）宮本会長と受賞者の皆様

3年ぶりに開催、3年ぶりに開催、
第21回茨城レディースいきいき物産展！第21回茨城レディースいきいき物産展！

　9月17日、ザ・

ヒロサワ・シティ

会館（茨城県民

文化センター）

において、茨城

レディースいき

いき物産展を 3

年ぶりに開催し

た。当日は、ス

ペシャルイベン

トとして「茨城

県民の集いスペシャルコンサート」、地域特産品等の展示即売を行うなど、

会場は賑わいにあふれ大変盛況であった。また、コロナの影響で延期してい

た第 2代女性連櫻井会長の退任式をイベントに先立ち実施し、在任期間 33

年の功績を称えた。

　例年、物産展は各地域の特色を活かした産品を一堂に集め、地域特産品等

を広くＰＲするとともに、ビジネスパートナー探しの場として活用すること

を目的に屋内で商品の販売をしていたが、本年度から、コロナ禍のため屋外

での開催となった。県内 27 事業者が厳選されたこだわりの特産品やその地

域でしか手に入らない逸品など、約 120 品目を販売した。

　1回目より毎回出展しているという出展者も多く、毎年ここで購入するの

が楽しみだという参加者も多い。

　大ホールでのステージイベントでは、杉良太郎、伍代夏子、藤あや子、

ＥＸＩＬＥ　ＡＴＳＵＳＨＩによるコンサートでホール内が熱気に包まれた。

賑わいを見せる物産展

会場風景

花束贈呈【第2代櫻井会長（右）、第3代宮本会長（左）】

　
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
（
宮
本
正
枝

会
長
）
は
２
月
７
日
、

つ
く
ば
国
際
会
議
場
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令
和
４
年
11
月
17
日

か
ら
令
和
５
年
２
月
１

日
に
か
け
て
３
日
間
、
４

講
座
を
開
催
し
た
。
第

１
講
座
で
は
宮
本
隆
治

先
生
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
）
よ
り
「
ゆ
と

り
・
ユ
ー
モ
ア 

帰
り
は

元
気
！
」
と
い
う
演
題
で

講
話
を
い
た
だ
い
た
。

　
２
日
目
の
第
２
・
３
講

座
は
、
例
年
の
セ
ミ
ナ
ー

と
は
異
な
り
、
若
手
部

員
等
を
対
象
と
し
た
講

座
を
設
け
て
実
施
し
た
。

第
２
講
座
で
は

大
泉
百
華
先

生
（
つ
く
ば
市

の
若
手
経
営

者
、
ミ
ス
グ
ラ

ン
ド
ジ
ャ
パ
ン

２
０
２
１
茨
城

代
表
）
よ
り

「
女
性
の
健
康

と
社
会
進
出
」

に
つ
い
て
、
第

３
講
座
で
は
全

女
性
連
竹
中

仁
美
会
長
よ

り
「
魅
力
あ
る

女
性
部
づ
く
り
と
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
に

つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
講
座
終
了

後
に
初
の
試
み
で
あ
る
、

情
報
交
換
会
（
名
刺
交

換
会
）
も
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
た
。

　
そ
し
て
、
第
４
講
座

で
は
「
逆
境
に
負
け
な

い
強
い
中
小
企
業
の
在

り
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

中
村
朱
美
先
生
を
招
聘

し
、
県
西
地
区
と
の
共

い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
２
０
２
２

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

た
め
」
が
37
％
と

最
も
多
く
、
次
に

「
商
工
会
の
奨
め
が

あ
っ
た
た
め
」
が

27
％
で
あ
っ
た
。

【
第
七
問
】
今
後
希

望
す
る
講
義
内
容
・・

「
健
康
」
21
・
２
％

と
最
も
多
く
、「
経

営
・
ビ
ジ
ネ
ス
教
養
・

成
功
者
体
験
」
が

18
・
７
％
、「
地
域

振
興
・
ま
ち
づ
く

り
」
16
・
５
％
と
続

い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は

概
ね
好
評
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
第
３
講

座
は
、
県
西
地
区
と

の
共
催
で
実
施
し

た
も
の
で
あ
り
、
講

師
選
定
・
運
営
な

ど
県
西
地
区
で
担
っ

て
い
た
だ
い
た
た

め
、
大
変
意
義
の

あ
る
も
の
で
し
た
。

　
県
女
性
連
で
は
、

令
和
５
年
度
も
引

き
続
き
レ
デ
ィ
ー

ス
カ
レ
ッ
ジ
の
開

催
を
計
画
し
て
お

り
、
各
地
区
で
の
開

催
も
視
野
に
入
れ
、

更
な
る
女
性
力
の

向
上
に
役
立
つ
よ

う
な
セ
ミ
ナ
ー
に

な
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

【第 1 講座】宮本隆治先生

　
商
工
会
女
性
部
全
国
大

会
が
令
和
４
年
10
月
25

日
、
26
日
に
宮
城
県
仙
台

市
で
開
催
さ
れ
た
。

　
１
日
目
の
大
会
に
は
茨

城
県
内
か
ら
女
性
部
員
30

人
が
参
加
し
、
全
国
各
地

よ
り
約
１
６
０
０
人
の
女

性
部
員
が
仙
台
の
地
に
一

堂
に
会
し
た
。
第
１
部
の

大
会
セ
レ
モ
ニ
ー
よ
り
始

ま
り
、
第
２
部
で
は
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ
る
女

性
部
の
主
張
発
表
大
会
が

行
わ
れ
た
。
最
優
秀
賞
に

は
石
田
美
由
紀
さ
ん
（
福

島
県
滝
根
町
商
工
会
）
が

「
女
性
部
活
動
に
参
加
し

て
・
～
再
生
は
地
域
と
と

も
に
『
き
む
コ
ロ
物
語
』

～
」
と
題
し
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。

　
２
日
目
の
視
察
研

修
で
は
、
松
島
で
の

観
光
資
源
（
六
角
堂
、

瑞
巌
寺
、
伊
達
政
宗

歴
史
館
な
ど
）
を
視

察
す
る
と
と
も
に
、

松
島
島
め
ぐ
り
観
光

を
体
験
し
、
日
本
三

景
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
る
松
島
の
魅

力
を
堪
能
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
休
止
し
て

い
る
当
県
の
「
お
も

て
な
し
交
流
事
業
」

の
お
も
て
な
し
プ
ラ

ン
再
構
築
や
特
産
品

開
発
な
ど
、
今
後
の

茨
城
県
の
女
性
部
活

動
へ
の
大
き
な
参
考

と
な
っ
た
。

ＹｏｕＴｕｂｅ始めました！
チャンネル登録お願いします！

https://www.youtube.
com/channel/
UCn9WLYYkH7MygQrYMsKz8Qg

第
23
回
商
工
会
女
性
部

全
国
大
会
開
催

催
で
筑
西
市
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
物
産
品
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
し
て
賑
わ
い
を

創
出
し
た
。

　
ま
た
、「
い
ば
ら
き
レ

デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
」
に

つ
い
て
、
受
講
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
が
ま
と
ま
っ
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
報
告

し
ま
す
。

【
第
一
問
】
受
講
者
の
年

齢
構
成
・
・
70
歳
代
が

42
％
で
最
も
多
く
、
次

に
60
歳
以
上
・
50
歳
代

と
続
い
た
。
40
歳
以
下

は
15
％
で
あ
っ
た
。

【
第
二
問
】
受
講
者
の
身

分
構
成
・
・
女
性
部
役

員
が
53
％
と
最
も
多
く
、

次
に
一
般
部
員
24
％
・
部

員
以
外
の
商
工
会
会
員

等
は
23
％
で
あ
っ
た
。

【
第
三
問
】
セ
ミ
ナ
ー
参

加
の
感
想
・
・
全
体
を

通
し
て
「
と
て
も
役
に

立
っ
た
」が
55
％
を
占
め
、

次
に
「
役
に
立
っ
た
」
が

40
％
と
、
９
割
の
受
講

者
が
概
ね
役
に
立
っ
た

と
の
感
想
で
あ
っ
た
。

【
第
四
問
】
女
性
部
活
動

へ
の
参
加
状
況
・
・「
よ

く
参
加
し
て
い
る
」
が

74
％
、「
時
々
参
加
し
て

い
る
」
が
19
％
と
、
ほ
と

ん
ど
全
員
の
受
講
者
が

女
性
部
活
動
に
参
加
し

て
い
る
。

【
第
六
問
】受
講
の
目
的
・・

「
教
養
・
知
識
を
深
め
る

茨城県からの参加者の皆さん

オープニングセレモニー

左から竹中全女性連会長、大泉百華さん、
宮本県女性連会長

【第 2 講座】大泉百華先生【第 3 講座】竹中全女性連会長【第４講座】中村朱美先生

【名刺交換会】の様子

チャンネル登録をチャンネル登録を
クリッククリック

　県内各地域の PR 動画や

各女性部の活動、主張発表大会の

様子など積極的に配信いたします。

　令和 5 年 7 月 20 日に開催予定の

関東ブロック商工会女性部主張

発表大会（茨城大会）の様子も

ライブで配信する

予定です。
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定休日　月曜日（祝日の場合は火曜日）

　
女
性
建
築
士

と
つ
く
る
マ
マ

目
線
の
注
文
住

宅
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
新
築
・

増
改
築
、
住
ま

い
の
こ
と
な
ら

何
で
も
カ
タ
チ
に
し
て
く
れ
る
筑
西
市
の
㈱
ア

ロ
ー
住
建
。
平
成
９
年
に
お
父
様
が
設
立
し
、
平

成
30
年
に
現
在
の
代
表
、
四
ッ
谷
明
美
さ
ん
に

承
継
さ
れ
ま
し
た
。
お

客
様
に
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
が
で
き
る
よ
う
二

級
建
築
士
、
住
宅
ロ
ー

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資

格
を
取
得
、
さ
ら
に
和

裁
技
能
士
や
調
理
師
免

許
も
お
持
ち
の
衣
食
住

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
で
す
。

　
実
際
に
家

を
建
て
て
下

さ
っ
た
ご
家

族
の
意
見
を

伺
う
「
マ
マ
座

談
会
」
を
定

期
的
に
開
催
。

ま
た
、
お
客

様
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
、

輪
を
広
げ
る

た
め
Ｄ
Ｉ
Ｙ
や

許
可
申
請
、

起
業
の
お
手

伝
い
や
自
分

の
理
想
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ

を
迎
え
る
た

め
に
必
要
と

な
る
相
続
に

つ
い
て
な
ど

を
自
身
が
健

在
の
内
に
考

え
結
ぶ
、
死

後
事
務
委
任
な

ど
多
岐
に
わ
た

る
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、
遺

言
書
作
成
を
済

ま
せ
る
と
４
才

寿
命
が
延
び
る

と
言
わ
れ
る
そ

う
で
す
よ
！

　
コ
ロ
ナ
禍
で

は
補
助
金
申
請

の
お
手
伝
い
も

　
牛
久
市
で
行
政
書
士
事
務
所
の
所
長
さ
ん
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
石
神
敦
子
さ
ん
。

　
行
政
書
士
の

仕
事
は
、
約
１

万
種
類
と
も
言

わ
れ
、
良
く
知

る
所
で
は
営
業

許
可
、
公
官
庁
・

署

へ

の

各

種

届
出
。
今
ど
き

の
依
頼
で
あ
れ

ば
、
太
陽
光
の

ア
ロ
マ
、
ラ
テ
ア
ー
ト
な

ど
様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
素
敵
な
ア
イ

　
昭
和
46
年
、
先

代
が
国
道
51
号
線
沿

い
に
『
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
あ
さ
ひ
』
と
し
て

鉾
田
市
荒
地
に
開
業

し
て
以
来
、
地
元
の

方
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
に
長
い
間
愛
さ

れ
続
け
て
い
る
飲
食

店
で
す
。

　
名
物
は
、
創
業
以

来
引
き
継
が
れ
て
い

る
『
も
つ
煮
込
み
（
税

込
９
８
０
円
）』
で

す
。
ピ
リ
辛
味
噌
の

し
っ
か
り
と
し
た
味

に
、
ホ
ロ
ホ
ロ
と
と

ろ
け
る
よ
う
な
『
も

つ
』
が
あ
と
を
引
く

美
味
し
さ
で
す
。

　
一
番
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
は
『
か
ら

あ
げ
定
食
（
税
込

９

８

０

円

）』

ボ

リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り

で
満
足
度
の
高
い
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。

　
最
近
は
、
店
主

の
息
子
さ
ん
が
営
む

『
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ブ

ロ
ー
ニ
ュ
（
水
戸
医

療
セ
ン
タ
ー
近
く
）』

の
ケ
ー
キ
を
予
約
注

文
で
き
る
な
ど
、
新

し
い
取
り
組
み
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て

い

ま

す
。

　
ま
た
、故
・

三

浦

春

馬

さ
ん
が
サ
ー

フ
ィ
ン
帰
り

に
立
ち
寄
っ

た

お

店

と

し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
現

在

も

命

日

近
く
に
な
る

　
今
ま
で
は
自
宅

の
一
室
を
使
い
、
占

い
や
パ
ワ
ー
ス
ト
ー

ン
の
提
供
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
占
い

の
場
を
作
り
た
い
！

も
っ
と
占
い
師
が
活

躍
で
き
る
場
を
作

り
た
い
！
そ
ん
な
思

い
か
ら
２
０
２
１
年

10
月
に
つ
く
ば
市
谷

田
部
で
占
い
カ
フ
ェ

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
か
ら

約
１
年
が
経
ち
ま
し

た
が
、
10
代
の
方
か

ら
上
は
80
代
の
方
ま

で
男
性
・
女
性
問
わ

ず
た
く
さ
ん
の
方
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
現

在
３
名
の
占
い
師
が

在
籍
し
て
お
り
、
日

替
わ
り
で
様
々
な
占

術
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。
タ
ロ
ッ

ト
カ
ー
ド
は
も
ち
ろ

ん
、ル
ノ
ル
マ
ン
カ
ー

ド
や
オ
ラ
ク
ル
カ
ー

ド
を
使
っ
た
占
い
は

大
変
好
評
で
す
。
お

客
様
の
お
悩
み

に
あ
わ
せ
て
占

術
や
カ
ー
ド
を

選
ん
で
行
う
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
占

い
を
ぜ
ひ
ご
体

験
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
に
こ
だ

わ
っ
た
カ
フ
ェ

メ
ニ
ュ
ー
も
ご

用
意
し
て
お
り

ま
す
。
中
で
も

豆
乳
バ
ナ
ナ
ス

と
フ
ァ
ン
の
方
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

　
他
メ
ニ
ュ
ー
も
ボ

リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り

の
料
理
が
多
く
、
特

に
若
い
男
性
客
に
好

評
で
す
。
鉾
田
方
面

に
お
い
で
の
際
は
是

非
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

（
菅
谷
も
と
子
　
記
）

占いカフェ＊Panacea（パナシーア）
〒 305-0861　茨城県つくば市谷田部 2958

TEL 029-811-6630
https://panacea-uranai.com/

ム
ー
ジ
ー
が
一
番
人

気
で
す
！
他
に
も
パ

ワ
ー
ス
ト
ー
ン
や
オ

ラ
ク
ル
カ
ー
ド
、
雑

貨
の
販
売
も
致
し
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
、
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
高
野
　
培
美
　
記
）

張り切り張り切り
美　　人美　　人

郵
送
で
申
請
手
続
き
が

可
能
に
成
っ
た
事
も
あ

り
、
相
談
が
相
次
い
だ

そ
う
。

　

こ

の

事

務

所

は

元
々
、
石
神
さ
ん
の
ご

主
人
の
お
父
様
が
生
前

に
営
業
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
ご
主
人
は

別
の
仕
事
の
為
、
敦
子

さ
ん
が
引
き
継
ぐ
か
た

ち
と
な
り
ま
し
た
。

  

数
十
年
前
に
依
頼
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
の

後
継
者
が
時
を
経
て
ま

た
依
頼
し
に
き
て
く

れ
、
手
続
き
を
通
し
て

人
と
の
繋
が
り
も
次
世

代
へ
と
繋
が
っ
て
お

り
、
人
と
人
と
の
絆
を

強
く
感
じ
る
と
お
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（
齋
藤
　
光
子
　
記
）

デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
た

マ
イ
ホ
ー
ム
。
皆
さ
ん

の
夢
の
相
談
を
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。（
大
畑
　
陽
子
　
記
）



（4）　令和５年３月25日第 64 号

　
小
美
玉
市
商
工
会
女

性
部
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
活
動
を
制
限
さ
れ

る
中
毎
年
恒
例
の
「
寄

せ
植
え
講
習
会
」。
多
少

の
不
安
を
感
じ
な
が
ら

も
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対

策
を
万
全
に
行
い
、「
佐

野
厄
除
け
大
師
＆
あ
し

か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」

日
帰
り
研
修
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
に
部
員
交
流
が

で
き
て
話
に
花
が
咲
き
、

ま
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
心
を
癒
さ
れ
楽
し

い
一
日
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
４
月
に

は
３
年
ぶ
り
に
「
さ
く

ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
商

工
会
と
み
の
ー
れ
実
行

委
員
会
が
主
催
と
な
り

盛
大
に
華
や
か
に
行
わ

れ
ま
す
。
私
た
ち
女
性

部
も
模
擬
店
に
参
加
し

ま
す
。
今
年
は
、
お
稲

荷
さ
ん
と
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
の
販
売
し
じ

み
汁
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　
ま
た
、
２
回
行

わ
れ
る
模
擬
上
棟

式
も
た
く
さ
ん
の

人
で
大
賑
わ
い
に

な
り
ま
す
。
ま
だ

コ
ロ
ナ
が
終
息
し

た
わ
け
で
は
な
く

心
配
も
あ
り
ま
す

が
、『
さ
く
ら
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』
が

皮
切
り
と
な
っ
て

今
後
の
事
業
が
少

し
ず
つ
で
も
再
開
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
ま
す
。

（
宮
川
　
綾
子
　
記
）

　
龍
ケ
崎
市
商
工
会
女

性
部
が
た
ち
上
げ
、
今

年
で
23
年
目
を
迎
え
る

龍
ケ
崎
コ
ロ
ッ
ケ
。

　
23
年
前
、
代
表
の
吉

田
京
子
さ
ん
が
、
町
お

こ
し
を
考
え
て
い
た

際
、
テ
レ
ビ
で
六
本
木

を
歩
く
若
者
が
コ
ロ
ッ

ケ
を
食
べ
な
が
ら
歩
い

て
い
る
姿
を
見
て
『
こ

れ
だ
』
と
思
い
コ
ロ
ッ

ケ
を
作
っ
た
。
初
め
は
、

商
工
会
女
性
部
が
お
肉

屋
さ
ん
の
倉
庫
を
借
り

て
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

そ
の
後
は
、
地
元
の
お

肉
屋
さ
ん
や
飲
食
店
も

巻
き
込
ん
で
『
コ
ロ
ッ

ケ
ク
ラ
ブ
』
を
作
り
、

み
ん
な
で
龍
ケ
崎
を
盛

り
上
げ
た
。

　「
私
達
は
マ
ス
コ
ミ
に

育
て
ら
れ
た
ん
だ
よ
。

各
新
聞
に
取
り
上
げ
て

も
ら
っ
た
り
、
テ
レ
ビ

の
番
組
に
も
随
分
と
呼

ん
で
も
ら
っ
た
よ
。」
所

さ
ん
の
番
組
で
ゲ
ス
ト

の
湯
浅
弁
護
士
が
、
ま

だ
試
作
段
階
だ
っ
た
り

ん
ご
コ
ロ
ッ
ケ
を
食
べ

て
、
こ
れ
は
い
い
と
お

墨
付
き
を
頂
き
、
販
売

に
な
っ
た
経
緯
も
あ
る
。

　
現
在
メ
ニ
ュ
ー
は
12

種
類
に
も
な
っ
た
。
過

去
に
は
、
ラ
イ
ス
ク

リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
で

『
ご
当
地
メ
シ
決
定
戦
！

２
０
１
４
』
で
は
、
日

本
一
の
栄
光
に
輝
い
た
。

　
苦
労
は
沢
山
あ
っ
た

様
で
す
が
、
笑
っ
て
話

す
吉
田
さ
ん
。
ス
タ
ッ

フ
平
均
年
齢
70
代
、
今

な
お
現
役
で
頑
張
る
皆

さ
ん
の
姿
に
、
元
気
を

も
ら
っ
た
。

（
荒
井
ひ
ろ
こ
　
記
）

　
鹿
嶋
市
商
工
会
女
性

部
は
、
部
員
76
人
で
日

頃
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
を
し

て
か
ら
、
丸
三
年
が
経

ち
ま
し
た
。
こ
の
間
商

工
会
に
お
い
て
は
、
例

年
開
催
し
て
い
た
「
鹿

嶋
ま
つ
り
」「
商
工
夏
ま

つ
り
」「
大
彩
ま
つ
り
」

と
い
っ
た
一
大
イ
ベ
ン

ト
は
、
一
切
開
催
で
き

ず
も
ど
か
し
い
日
々
が

続
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
鹿
嶋
市
商
工

会
や
女
性
部
と
し
て
も

地
域
の
た
め
に
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と

模
索
を
続
け
、
感
染
症

対
策
を
十
分
に
講
じ
な

が
ら
中
心
市
街
地
の
賑

わ
い
づ
く
り
の
一
助
と

な
る
よ
う
、
夏
休
み
の

子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
天

候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
た
め
、
天

候
に
関
係
な
く
実
施
が

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
商
工
会
館
を
使
っ
た

「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
展
」

を
鹿
嶋
市
商
工
会
と
し

て
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
、
私
た
ち
女
性
部
も

総
力
を
挙
げ
て
サ
ポ
ー

ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
外
出
す
ら
で
き

な
か
っ
た
子
供
た
ち
の

笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
開
催
し
て
良
か
っ

た
な
と
部
員
一
同
大
変

嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ま

だ
ま
だ
収
ま
る
気
配
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
で

き
る
こ
と
を
精
一
杯
地

元
鹿
嶋
市
の
た
め
に
今

後
も
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
眞
中
ミ
ヨ
子
　
記
）

小美玉市商工会女性部
～今できる事、そしてこれからの事業について！！～

　
コ
ロ
ナ
禍
で
女
性

部
の
行
事
が
出
来
ず
、

懇
親
会
も
遂
行
出
来

る
か
と
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
十
一
月

十
二
日
か
ら
一
泊
で
草

津
研
修
旅
行
へ
行
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ガ
ト
ー
フ
ェ

ス
タ
ハ
ラ
ダ
で
工
場

見
学
と
買
い
物
を

し
、
登
利
平
で
ラ
ン

チ
を
し
て
、
臨
済
宗

佛
光
山
法
水
寺
を
見

学
し
ま
し
た
。
こ
こ

は
、
伊
香
保
の
水
沢

観
音
よ
り
車
で
数
分

上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

り
、
ま
だ

開
山
し
て

四
年
の
台

湾
の
日
本

総
本
山
で

す
。
山
の

中
腹
に
オ

レ
ン
ジ
色

の
鮮
や
か

な
寺
院
が

目
新
し
く
、

眺
め
も
良

く
素
晴
ら

し
か
っ
た

で
す
。

　
宿
泊
は
、

草
津
湯
畑

の
目
の
前

の
「
ホ
テ
ル
一
井
」
で
す
。

温
泉
に
つ
か
り
、
夜
の

湯
畑
を
散
策
し
た
り
、

お
目
当
て
の
お
店
で
買

い
物
を
し
な
が
ら
女
性

部
の
皆
さ
ん
と
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　
次
の
日
は
、
軽
井
沢

銀
座
を
散
策
し
、
ロ
ン

ギ
ン
グ
ハ
ウ
ス
ラ
ン
チ

を
し
て
帰
路
に
着
き
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

も
吹
き
飛
ば
す
位
の
パ

ワ
ー
で
女
性
部
の
行
事

が
楽
し
く
出
来
る
こ
と

を
願
っ
て
ま
す
。

（
宮
内
　
秀
美
　
記
）

かすみがうら市商工会女性部
一泊研修に参加して

　
今
年
度
、
私
達
は

部
員
の
資
質
向
上
、

親
睦
事
業
の
一
環
と

し
て
「
ポ
ー
セ
ラ
ー

ツ
講
座
」
を
六
月
に

開
催
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
久
々
の
講

座
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
二
十
名
の
参

加
が
あ
り
、
充
実
し

た
楽
し
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　「
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
」

と
は
シ
ー
ル
感
覚
で

使
え
る
転
写
紙
で
、
白

い
磁
器
に
自
由
に
デ

ザ
イ
ン
で
き
る
、
近

年
流
行
り
の
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
ク
ラ
フ
ト
で

す
。
部
員
そ
れ
ぞ
れ
、

思
い
思
い
の
デ
ザ
イ

ン
で
世
界
に
一
つ
だ

け
の
素
敵
な
作
品
を

制
作
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
講

座
の
開
催
が
き
っ
か

け
で
、
四
人
も
若
い

部
員
さ
ん
に
新
規
加

入
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
観

劇
や
商
工
ま
つ
り
出

店
、
社
会
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
、
ト
ピ
ア
リ
ー

ア
レ
ン
ジ
教
室
な

ど
を
開
催
し
、
口

コ
ミ
な
ど
で
十
二

名
の
新
規
部
員
さ

ん
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

次
年
度
も
部
員
が

楽
し
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
に
貢
献
で

き
る
よ
う
な
魅
力

あ
る
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
青
木
　
明
美
　
記
）

　
今
回
は
県
女
性
連

よ
り
お
声
が
け
い
た
だ

き
、
県
北
地
区
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
を
撮

影
し
ま
し
た
。
県
北
地

区
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
で
あ

る
常
陸
太
田
市
商

工
会
女
性
部
が
中

心
と
な
り
、
昨
年

11
月
頃
か
ら
打
合

せ
を
は
じ
め
、
数

多
く
の
候
補
地
か

ら
絞
っ
た
計
５
か

所
で
撮
影
し
ま
し

た
。
食
い
し
ん
坊
の
私

に
合
わ
せ
て
く
れ
た
の

か
、
食
べ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
（
笑
）
楽

し
く
美
味
し
く
撮
影
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
仕
上
げ
は
夜
遅
く
ま

で
何
度
も
話
し
合
い
、

ど
の
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
す
る
か
で
動
画
の

テ
ン
ポ
や
編
成
も
大
き

く
変
わ
る
こ
と
を
知
り
、

も
の
づ
く
り
の
大
変
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
動
画
は
、

２
月
７
日
（
火
）
の
主

張
発
表
大
会
の
会
場
に

て
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

嬉
し
い
事
に
多
く

の
お
褒
め
の
言
葉

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

県
女
性
連
の
公
式

Y
o
uT
ub
e

に
て
公

開
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
！

　
常
陸
太
田
市
商

工
会
女
性
部
で
は
、

今
回
の
経
験
を
活

か
し
、
今
後
も
地

域
の
魅
力
発
掘
・

発
信
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
和
田
　
道
代
　
記
）

「
地
域
の
隠
れ
た
魅
力
を
再
発
見
!!
」

継
続
23
年
目
龍
ケ
崎
コ
ロ
ッ
ケ

（
ま
い
ん
コ
ロ
ッ
ケ
）は
故
郷
の
味

常
陸
太
田
市
商
工
会
女
性
部

龍
ケ
崎
市
商
工
会
女
性
部

魅
力
あ
る
活
動
で
部
員
増
強
へ

下
妻
市
商
工
会
女
性
部

～女性部が目指すもの～～女性部が目指すもの～

コ
ロ
ナ
禍
の
「
か
し
ま
」
の
今

鹿
嶋
市
商
工
会
女
性
部


